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令和４年度 学校経営計画書 

学校番号 82 学 校 名 静岡県立浜北西高等学校 校 長 名 邑田 聡一 

１ 目指す学校像 

 (1) 教育目標   校訓「自己を拓く」のもと、以下のような学校を目指す。 

① 地域に開かれ、地域から信頼される学校 

② さわやかでたくましく、目標に向かって努力できる生徒を育成する学校 

③ 心身ともに健康で、高い志や豊かな心を持ち、自他共に大切にできる人間を育成する学校 

④ グローバルな視野を持ち、将来、地域社会で活躍できる能力と態度を備えた人材を育成する学校 

 (2) 目標具現化の柱 

ア 知識・技能のほか、学ぶ意欲や自ら課題を見つけ解決できる確かで幅広い学力を育成する。 

イ 日常を大切にし、「時を守り、場を清め、礼を正す。（時間、清掃・規律・ルール、挨拶・聴く態度・

規則正しい生活）」等、凡事徹底を図り自己管理能力を高める。 

ウ 深い自己理解のもと、ＳＤＧｓの理念を組み入れながら、探究的なキャリア教育を推進し、進路実現

を可能にする力を育成する。 

エ 国際理解教育を推進し、留学生の受け入れや海外との交流を通して、グローバルな視野と豊かな人間

性・多様性を受け入れる心を育成する。 

オ 保護者や地域、大学や企業等との連携・協働活動を通して、学校の活性化を図り、部活動、生徒会活

動、委員会活動、地域貢献活動、防災・安全教育等を充実させる。また、広報活動の充実にも努める。 

カ 業務改善を推進し、年間計画の適正化、部活動の計画的実施、情報の一元化、業務の効率化を図る。 

２ 本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載）  

  取組目標 達成方法（取組手段） 成果目標 担当部署 

ア 

確かな学力の育成 

・きめ細やかな学習指導や主体

的・対話的で深い学びの授業 

・ICT活用授業を実施する。 

・「授業に意欲的に取り組んでいる」と答え

る生徒85%以上 

・「授業に満足している」と答える生徒80%

以上 
教務課 

進路課 

図書・情報課 

各教科 ・個に応じた指導を推進する。 

 

・「進路実現のための努力をしている」と答

える生徒80%以上 

・新しい大学入試に対応した指導の実施（授

業・検定・進路課外等） 

・進路課外等の計画的実施 

・読書活動の推進 

・月末読書量統計をとり、読書の推進を図

る。 

・年間７冊（11月末６冊）以上の生徒80％

以上 

図書・情報課 

・観点別評価の適正な実施 ・学校として、教科としての統一を図る。 教務・研修課 

教員の授業力向上 

・授業改善を推進する。 

・研修・授業研究の充実 

・生徒一人一台PC導入の準備 

・チャレンジ授業一人年間１回以上、授業

見学（他教科も含め）２回以上 

・Find アクティブラーナー視聴回数増加、研修の実施 

・中学校のPC活用授業参観1回以上 

・２学期始めまでに1年生の準備を完了。 

研修課 

教務課 

管理職 

図書・情報課 
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イ 

 

「時を守り、場を

清め、礼を正す」

指導と規範意識の

醸成 

・初期指導を徹底し、時間を守る

意識、タイムマネジメント力を

身につける 

・提出物の期限を徹底する。 

・手帳やClassiを活用する。 

・各学年初期・中期指導6時間以上 

・学年集会の開催年間 8 回以上、集会時の

遅刻0% 

・時間を管理し、４点固定の中の家庭学習

の開始時間を守ることができたと答える

生徒80%以上 

各学年 

教務課 

 

生徒課 

 

進路課 

・清掃を徹底する。 
・整備委員会の活動年間10回以上 

・清掃用具点検年間３回以上 
保健課 

・挨拶の励行 

・生活指導、交通ルール遵守の徹

底 

・「自らすすんで挨拶ができる」「交通ルー

ル・マナーを守る」と答える生徒80%以上  

生徒課 

全職員 

ウ 
体系的なキャリア

教育の実施 

・総合的な探究の時間の充実  ・「進路指導を含めたキャリア教育（総合的

な探究の時間）が充実している」と答え

る生徒90%以上 

探究委員会

教務課 

各学年 

進路課 

・モチベーションアップのための

進路行事の充実 

・進路実現 
・卒業前アンケートで「決定した進路先に

満足している」と答える生徒90%以上 

３年部 

進路課 

エ 
国際理解教育の推

進 

・留学生との交流の活性化 

・在日留学生（社会人）との交流 

・ランチ交流会年３回以上 

・相互のプレゼンテーションの実施 

・浜北国際交流協会との連携 研修課 

英語科 ・タイ王国シリントン学校、中国

や台湾の高校生との交流 

・帰国した留学生との交流継続 

・（タイ王国シリントン学校訪問実施） 

・オンラインでの交流３回以上 

オ 

大学や企業・地

域・保護者等との

連携や協働活動、

貢献活動、広報活

動 

（探究の時間を含

む） 

・部活動の活性化 

・生徒が他者・外部と関わり合う

ことを大切にする。 

・県大会出場10部活以上 

・１部活１ボランティア（交流）活動（地

域貢献活動・協働・連携等）の実施  

・校内への普及体制（窓口）の確立  

生徒課 

各部活顧問 

・生徒会や委員会活動の充実  
・各委員会の開催年５回以上 

・生徒による具体的活動の実施 

生徒課 

各委員会担当 

・防災教育・安全教育・キャリア

教育の充実 

・開かれた学校づくりの推進 

・連携した防災教育の機会２回以上、地域

防災リーダー育成と防災訓練の見直し。 

・保護者・地域の方の来校が増加する。 

総務課 

・連携したキャリア教育の機会３回以上 進路課 

・連携又は協働した安全教育の機会１回以

上 
保健課 

・「探究的な」キャリア教育に「Ｓ

ＤＧｓ」「地域連携」を取り入

れていく。 

・探究検討委員会を毎月開催 

・３年生の進路を意識した探究活動の構築 

・３年間の流れを検証・修正していく。 

探究委員会 

各学年関

係分掌 
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・発信力を高める工夫 

・HP更新月４回以上、学校便り等の作成や

ＳＮＳの利用で広報活動を充実させる。 

・中学生向け学校紹介動画をリニューアル

する。 

図書・情報課 

広報委員会 

教頭 

カ 業務改善の推進 

・年間計画における行事等の配置

を見直す。 

・各学年・分掌、運営委員会等で意見の集

約を図る。 
教務課 

・部活動に係る活動方針に基づ

き、部活動ファイルを有効に活

用し、計画的に部活動を実施す

る。 

・部活動計画表の作成（年間及び月間）、提

出 

・各部活動、年間80日以上の休養日の設定

を心掛ける。  

生徒課 

各部活顧問 

・情報の一元化の推進 
・前年以上に NES の活用が増加する。学校

掲示板の効率的な活用を促進する。 

図書・情報課 

全職員 

・効率的な業務運用を図り、働き

方改革を推進する。 

・計画的な業務計画の推進 

・学校経営予算運用の効率化 

全職員 

管理職 

 


